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1 個別計画策定の趣旨及び概要 

 

（1）策定の趣旨 

安芸高田市が有している公共建築物やインフラ資産は、今後において大量に更新時

期を迎えます。厳しい財政状況や人口減少等による利用需要の変化等がある中、公共

建築物やインフラ資産の長期的視点による更新統廃合等を計画的に実施し、財政負担

の平準化と施設の最適な配置を行う必要があります。安芸高田市は第 2 次総合計画及

び第3次行政改革大綱と連動した施設面の基本的取組を示すため、平成26年度に「安

芸高田市公共施設等総合管理計画（以下、「管理計画」という。）」を策定しました。 

本庁舎の取り扱いについては、存続施設であるため平成 30 年度に建物診断を行い

長期修繕計画を作成し、それを基に個別計画を策定しました。 

 

（2）概要 

・本庁舎については、行政の本部機能として、長期修繕計画にのっとり、修繕改修

を行いながら長寿命化を図ります。 

・本計画の実施期間は、長期修繕計画に合わせ、令和２０年（平成５１年）までと

します。 

・今後の計画推進については、行財政改革の事項として取り組むことから本市行財

政改革実施組織においてその進行管理を行うとともに、計画の改定や目標の見直

しを行います。 

 

計画名 H26 → Ｒ１ → Ｒ20 

      

      

      

管理計画 

個別計画 

【行革】進行管理 
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２ 各種分析結果 

 

（１）本庁電気代の推移状況 

本庁電気代の推移を表したものです。 

 ※クリスタルアージョも含む。 

 

 

（２）本庁の電話代・水道料・下水道料の推移状況 

本庁の電話代・水道料・下水道料の推移を表したものです。 

※クリスタルアージョも含む。 

 

0

5,000,000

10,000,000

15,000,000

20,000,000

25,000,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

電気料

電気料

0

1,000,000

2,000,000

3,000,000

4,000,000

5,000,000

6,000,000

H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29 H30

電話代

水道料

下水道料

（円） 

（円） 



- 3 - 

 

（３）本庁職員の人数の推移 

本庁職員の配置人数の推移を表したものです。 

 

 

 

 

 

（４）管理コスト推移 

管理運営経費（建物保守経費・光熱水費・通信料）と総延床面積から庁舎 1 ㎡当た

りのコストと職員一人当たりのコストの推移を表したものです。 

  ※管理経費の中には、クリスタルアージョの光熱水費・建物保守経費も含む。 
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３ 維持管理について 

 （１）対象施設 

№ 施設名 
建築 

年度 

構造 

※1 

経過年数 

（年） 

耐用年数 

（年） 

※2 

敷地面積 

（㎡） 

建築面積 

（㎡） 

延床面積 

（㎡） 

収入 

（千円） 

※3 

支出 

（千円） 

※3 

参考（千円）※４ 

減価償却費 残存価格 

1-1 本庁（第 1 庁舎） Ｓ56 
ＲＣ造 

一部Ｓ造 
38 50 

8,687.07 
1,157.82 2,535.34 

112 36,696 
346,835 456,361 

1-2 本庁（第 2 庁舎） H19 ＳＲＣ造 12 50 2,275.13 4,592.31 259,006 820,187 

合計 8,687.07 3,432.95 7,127.65 112 36,696  

※1 S 造：鉄骨造、RC 造：鉄筋コンクリート造、ＳＲＣ造：鉄骨鉄筋コンクリート造 

※2 耐用年数については、財務省令「減価償却資産の耐用年数等に関する省令（昭和 43 年 3 月 31 日大蔵省令第 15 号）」を参考に記載したもので、使用可能期間を示すものではありません。 

※3 平成 30 年度決算額（但し、支出の額には、クリスタルアージョ分の電気料・水道代・下水道及び施設保守管理委託料も含む。） 

※４ 資産評価については、総務省 「資産評価及び固定資産台帳整備の手引き」により算出したものです。 

 第１庁舎 第２庁舎 

建物概要 

屋 根 瓦葺（上部）、鋼板（下部） 屋根 
フ ッ ソ 樹 脂 鋼 板 （ 議 場 上 部 ・ 屋 根 裏 書 庫 上 部 ）                        

塩ビ樹脂系防水シート（４ＦＬ屋上屋根） 

庇 裏 コンクリート打放し 外壁 
磁器質タイル（二丁掛け&小口）、アルミルーバー、アルミスパンド

レル、アルミパネル、コンクリート打放し（フッソ樹脂クリアー塗装） 

外 壁 磁器質タイル（二丁掛け&小口） 建具 スチール・アルミ・ステンレス戸 

建 具 スチール・アルミ 外部床 
 コンクリートコテ押え（犬走り・洗車場）、アスファルト舗装（歩道）                  

真空コンクリート（車路スロープ）                                  

  玄 関 
軒天：アルミスパンドレル、壁；磁器質タイル（二丁掛け&小口）              

床：ノンスリップ磁器質タイル 100 角・玄関マット・長尺塩ビシート 

設備概要 電気設備 受電方式 ３相３線式 ６.６ｋｖ ＣＢ形 設備容量１７５０KVA 

照明設備 蛍光灯（直管形、コンパクト型）、白熱灯、ハロゲン灯、LED 他 

拡声設備 非常・業務放送アンプ、天井埋込・壁取付スピーカー他 

自動火災報知設備 複合盤、表示機、中継器盤、各種感知器等 

空調・換気設備 空調設備 EHP マルチエアコン、パッケージエアコン、ファンコイル、エアハンドリングユニット 

換気設備 送風機、換気扇、有圧扇 

給排水衛生設備 衛生設備 便所衛生器具 

給水設備 受水槽 

衛生設備 排水桝 
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（２）計画期間 

建物の安全･快適を維持し資産価値を高めていく為には、「点検」･「整備」･「診

断」･「修繕」というサイクルを計画的に実施していくことが必要です。特に、建

物診断は、建築･設備の劣化状態を調査･診断し、修繕･改修工事の必要な時期と方

法及び範囲を把握でき、建物の的確な計画保全を行う上で重要な役割を果たしま

す。 

第 1 庁舎は、竣工後、約３８年が経過しています。この時期に建築の診断を行

うことで劣化の程度を詳細に把握し、それに基づいた修繕計画を策定することに

よりライフサイクルコストの低減を計り、目標使用年数を 80 年に向上する事を

目的としています。 

一定の年数毎に計画的に行う修繕でかつ、相当の費用を要する項目については、

平成 31 年度を開始時期とし、以降 20 年間（竣工後起算 58 年）を対象期間と

して作成しています。小規模修繕など、日常のメンテナンス項目は除外していま

す。また、対象期間後に新たに修繕が発生する場合や、耐用年数の考え方により

当計画に記載されていない項目もあります。 

 

（３）点検・診断方法及び結果 

ア．建築関係 

  診断方法については、目視、打診、触診による調査。 

  調査期間：平成 30 年 5 月 16 日～17 日 

  調査機器：パルハンマー・双眼鏡・スケール 

 

 ・診断結果 

第 1 庁舎 

診断結果の総括 

      当該建築物は１９８１年（昭和５６年）に竣工し、約３８年が経過して

います。平成 29 年度に耐震化工事を実施し、トイレの改修・空調機器の

更新を行いました。今後においては、躯体保護、美観性の保持、安全性の

観点からも外壁改修工事の計画立案が必要な時期であると考えます。 

      建築物の大規模修繕は、一般的に１０年～１５年前後で実施されるのが

通常ですが、本建物は適切な維持管理が実施されており、今のところ外壁

や屋上といった建築物に係わる部分においての緊急性のある大規模な修

繕項目は認められません。     

① 外壁関係 

外壁タイルの１階壁面に小規模な浮き・ひび割れが散見されます。今

回調査出来なかった高所タイル面については、１階同様の劣化が想定さ
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れます。シーリングについては、外部建具廻りのシーリングに被着面か

らの剥離・減耗が認められます。 

現状、緊急性はありませんが、躯体保護、美観性の保持、安全性の確

保の観点からも、計画的な外壁改修工事の実施が必要です。 

② 鉄部塗装関係 

      本建物の鉄部関係においては、著しい錆・腐食といった劣化症状は認め

られませんが、雨掛かり部といった気象条件の厳しい箇所については、３

年程度で微細な錆が出始め、年々拡大していくのが一般的です。放置する

と腐食が進行し、穴があいたり朽ちたりするため、早めの塗替えを行いま

す。 

③ 防水関係 

      屋上屋根の日本瓦葺は近視での目視確認不可であったため詳細不明。低

部屋根の鋼板仕上げ部においては、外周各面の樋（鋼板箱樋）に錆・腐食

が見受けられ、穴あき欠損等による水漏れ（室内への漏水ではない）が多

数認められました。今後は経過観察の上、計画的な修繕を行います。 

④ 内装関係 

      内装関係は部材性能、使用頻度、美観的要求度合によって耐用年数に差

がでる項目です。壁紙クロスや床仕上げについては、経年相応の汚れ・一

部剥がれが見受けられる状態です。今後は経過観察の上、計画的な修繕を

行います。   

⑤ 建具関係 

建具関係も使用頻度、美観的要素の要求度合いによって、耐用年数にも

差が出る項目です。現状での不具合は認められません。今後は経過観察の

上、計画的な修繕を行います。 

 

第 2 庁舎 

診断結果の総括 

      当該建築物は２００７年（平成１９年）に竣工し、１２年が経過してい

ます。現在に至る間、大規模な修繕は行われておりません。躯体保護、美

観性の保持、安全性の観点からも外壁改修工事の長期修繕計画立案が必要

な時期であると考えます。 

      建築物の大規模修繕は、一般的に１０年～１５年前後で実施されるのが

通常ですが、本建物は適切な維持管理を実施しており、今のところ外壁や

屋上といった建築物に係わる部分においての緊急性のある大規模な修繕

項目は認められません。しかし、外構南東側敷地内歩道のアスファルトに

歩行上支障のあるひび割れ・不陸が確認されたため、当該部位については、
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建物長寿命化の観点から早急な部分修繕が必要です。 

① 外壁関係 

外壁タイルに小規模な浮きが散見されます。また、屋上廻りの外壁コン

クリート面や屋上パラペットの立上り面に一部ひび割れが認められます。

シーリングについては、表面ひび割れが認められますが、全体的には経年

相応の劣化状況です。 

現状、緊急性は感じらませんが、躯体保護、美観性の保持、安全性の確

保の観点からも、計画的な外壁改修工事を行います。 

② 鉄部塗装関係 

      本建物の鉄部関係においては、著しい錆・腐食といった劣化症状は認め

られませんでしたが、雨掛かり部といった気象条件の厳しい箇所について

は、３年程度で微細な錆が出始め、年々拡大していくのが一般的です。放

置すると腐食が進行し、穴があいたり朽ちたりするので、結果的に多大な

費用がかかるため、早めの塗替えを行います。 

③ 防水関係 

      屋上防水は、鋼板屋根と塩ビシート防水で施工されていますが、現状で

は不具合は認められません。今後は、経過観察の上、計画的に修繕を行い

ます。 

④ 内装関係 

      内装関係は部材性能、使用頻度、美観的要求度合によって耐用年数に差

がでる項目です。壁紙クロスや床仕上げについては、経年相応の汚れ・一

部剥がれが見受けられる状態です。今後は経過観察の上、計画的に修繕を

行います。 

⑤ 建具関係 

建具関係は使用頻度、美観的要素の要求度合いによって、耐用年数にも

差が出る項目です。現状での不具合は認められず、今後は経過観察の上、

計画的に修繕を行います。 

⑥ 外構関係 

      総括で示した歩道のアスファルトに不具合が認められ、今後は経過観察

の上、計画的に修繕を行います。 

 

イ．設備関係 

     調査方法は、目視（ウォークスルー）による簡易劣化診断を実施し、評価

については、下記評価基準にのっとり設備ごとに評価しました。 

記載の金額は、中長期計画を立案するうえで目安とするために現時点の各

種単価を参考に概算にて算出した値であり、年度ごとに変化する単価には対
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応しておりませんので、実際の工事費とは異なります。実施に当たっては、

別途見積が必要になります。 

   （調査期間：平成 30 年７月 6 日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・診断結果 

   ① 電気設備 

     電気設備は、照明設備をメインに、受変電設備、弱電設備等の診断を行い

ました。施設に設置されている照明器具は全体的に更新目安を約半数経過し

た状態で、状態は良好です。 

     一方で省エネルギー着眼すると、竣工当時の主流であった蛍光灯は、現在

普及が加速している LED に比べると消費電力が大きいことが挙げられます。

施設全体には多くの照明器具が設置されており、これらを LED に更新すれ

ば大幅な消費電力削減が可能です。これは CO2 排出抑制や電気料金の削減

に直結しますので、LED 器具への更新を検討します。 

また、受変電設備の一部機器や弱電機器は更新目安が近づいているものが

見受けられました。破損してからの更新対応は、停電時間の長期化等を招く

恐れがありますので、予防保全のために計画的に更新を行います。 

 

② 空調換気設備 

     今回は、空調熱源、EHP 空調機、換気機器を中心に診断を行いました。 

    建築から 11 年が経過するなか、メンテナンスを行いながら使用しており、

急を要する修繕箇所は見受けられませんでした。 

     全体として推奨更新年の半分を経過している機器が多く、経年劣化によっ
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て効率の低下とともに事故や火災などの危険性が高くなります。中長期計画

を立て、計画的に更新を行います。 

 

   ③ 給排水衛生設備 

     今回は衛生器具、受水槽を中心に診断を行いました。 

     建築から 11 年が経過するなか、清掃もこまめに行いながら使用していま

す。器具の機能部は故障なども多いことから継続的なメンテナンスの実施に

より修理・修繕しながら使用していきます。 

     受水槽など屋外設置設備については、劣化の進んでいる物も見受けられま

す。中長期計画を立て、計画的に更新を行います。 

 

（４）維持管理の方針 

   ア．維持管理方法 

    建物の安全性・快適性を維持し資産価値を高めていく為には、「点検」・「整

備」・「診断」・「修繕」というサイクルを計画的に実施します。また、予算の動

向によっては、定期的に計画の見直しを行います。 

   イ．維持管理の優先順位 

    本施設は、本庁舎機能を有し、行政機能の中心的な役割を果たすものであり、

最優先施設として位置づけ、維持管理を図り、施設の長寿命化を図っていきま

す。 

    推奨更新年数に対して更新年度が前後にずれているものは、同一年度に更新

が集中しないよう、優先度の高いものを早期に更新します。 

 

（５）実施時期 

   別紙１による 

 

（６）対策費用 

   別紙２による 

 

４ 計画の見直し期間 

 長期修繕計画の実施時期については、管理実績を基にした目安であり、計画案に沿

って実施するかは、その時点で改めて調査・診断を行って実施することになり、診断

結果によっては、持ち越すこともあります。また、改修に係る予算も確定されたもの

でないため、計画見直しについては、5 年を周期に見直しを行います。 
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５ 施設資料 

 安芸高田市本庁第１・２庁舎 長期修繕計画報告書：平成 31 年 3 月作成 
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別紙１ 

建築：第 1 庁舎長期修繕計画  

 

計 画 年 度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

西 暦 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

令 和 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

築 年 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

仕様 周期 修繕率 数量 単位 単価 直工費 諸経費 合計金額

（年） （％） （円） （千円） （千円） （千円）

　
　
　
　
　
　
　
　
Ⅰ
　
建
　
築

枠組み本足場 【1】 枠組足場（Ｗ600・900）単管足場・階段 落下養生・手摺り・下さん・荷上げ・運搬費共 12 100 1,330.0 ㎡ 2,000 2,660 665 3,325 3,325 3,325

養生シート 【2】 メッシュシート 12 100 1,330.0 ㎡ 200 266 67 333 333 333

最上部持ち出し 【3】 100 153.6 ｍ 1,000 154 38 192 192 192

小　計 3,080 770 3,850 0 0 3,850 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,850 0 0 0 0 0

外壁タイル 【4】 弱酸洗浄 12 100 1,198.0 ㎡ 700 839 210 1,048 1,048 1,048

〃 【5】 割れタイルの張替え材工共(全体の3％見込み) 12 100 35.9 ㎡ 2,000 72 18 90 90 90

〃 【6】 浮き部の樹脂注入工法(全体の7％見込み) 12 100 83.9 ㎡ 7,500 629 157 787 787 787

躯体補修（ひび割れ・欠損等） 【7】 Ｕカットシーリング・爆裂部処理等 12 100 20.0 ｍ 3,000 60 15 75 75 75

コンクリート打放し面（軒裏） 【8】 フッソ樹脂クリアー塗装 12 100 236.0 ㎡ 3,000 708 177 885 885 885

吹付タイル面（増築部） 【9】 水性シリコン塗装 12 100 116.8 ㎡ 3,000 350 88 438 438 438

建具周りシーリング 【10】 既存撤去の上、変性ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ 12 100 694.0 ｍ 1,000 694 174 868 868 868

外壁目地シーリング（タイル目地・屋根廻り等） 【11】 既存撤去の上、変性ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ 12 100 1,061.0 ｍ 1,000 1,061 265 1,326 1,326 1,326

小　計 4,413 1,103 5,516 0 0 5,516 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,516 0 0 0 0 0

（床）

事務室・介護保険認定審査室・宿直室 【12】 長尺塩ビシート張り替え 15 100 634.5 ㎡ 4,000 2,538 635 3,173 3,173

ＥＶホール・待合ロビー・風除室・相談室・廊下・湯沸室 【13】 ビニル床タイル張り替え 15 100 350.9 ㎡ 6,000 2,105 526 2,632 2,632

Ⅰ 宿直室 【14】 タタミ張り替え 15 100 6.0 畳 6,000 36 9 45 45

宿直室 【15】 フローリング張り替え 15 100 4.0 ㎡ 5,000 20 5 25 25

出納室 【16】 タイルカーペット張り替え 15 100 46.5 ㎡ 5,500 256 64 320 320

建 農業委員会事務局・書庫・設計室 【17】 長尺塩ビシート張り替え 15 100 175.9 ㎡ 4,000 704 176 880 880

事務室・会議室211・湯沸室 【18】 ビニル床タイル張り替え 15 100 284.8 ㎡ 6,000 1,709 427 2,136 2,136

廊下・ホール・EVホール 【19】 ビニル床タイル張り替え 15 100 123.6 ㎡ 6,000 742 185 927 927

監査委員事務局・印刷室・閲覧室 【20】 タイルカーペット張り替え 15 100 99.5 ㎡ 5,500 547 137 684 684

築 総務部情報管理課・会議室311 【21】 タイルカーペット張り替え 15 100 147.6 ㎡ 5,500 812 203 1,015 1,015

作業室・電算機械室・印刷室 【22】 ビニル床タイル張り替え 15 100 83.0 ㎡ 6,000 498 125 623 623

男・女子休憩更衣室、組合室、機械室 【23】 長尺塩ビシート張り替え 15 100 181.8 ㎡ 4,000 727 182 909 909

男・女子休憩更衣室、組合室 【24】 段鼻ノンスリップ金物取替え 15 100 28.8 ｍ 3,000 86 22 108 108

男・女子休憩更衣室 【25】 タタミ張り替え 15 100 23.0 畳 6,000 138 35 173 173

廊下・ホール・EVホール・湯沸室 【26】 ビニル床タイル張り替え 15 100 125.3 ㎡ 6,000 752 188 940 940

屋内階段 【27】 ビニル床タイル張り替え 15 100 138.7 ㎡ 6,000 832 208 1,040 1,040

屋内階段 【28】 段鼻ノンスリップ取替え 15 100 210.0 ｍ 3,000 630 158 788 788

男子便所・女子便所・多目的便所 【29】 長尺塩ビシート張り替え 15 100 90.5 ㎡ 4,000 362 91 453 453

男子便所 【30】 汚垂石：御影石張り替え　 15 100 3.0 箇所 35,000 105 26 131 131

（巾木）

ＥＶホール・廊下・屋内階段・各室等 【31】 ソフト巾木張り替え 15 100 478.8 ｍ 1,000 479 120 599 599

風除室 【32】 御影石巾木張り替え 15 100 11.6 ｍ 5,000 58 15 73 73

ＥＶホール・廊下・屋内階段・便所・各室等 【33】 ソフト巾木張り替え 15 100 395.9 ｍ 1,000 396 99 495 495

農業委員会事務局 【34】 木製巾木張り替え 15 100 41.6 ｍ 2,500 104 26 130 130

ＥＶホール・廊下・屋内階段・便所・各室等 【35】 ソフト巾木張り替え 15 100 380.3 ｍ 1,000 380 95 475 475

女子更衣室・男子休憩室・組合室 【36】 木製巾木張り替え 15 100 64.5 ｍ 2,500 161 40 202 202

男子便所・女子便所・多目的便所 【37】 ソフト巾木張り替え 15 100 106.9 ｍ 1,000 107 27 134 134

（壁）

機械室 【38】 グラスウール吸音板　ｔ50　張り替え 15 100 118.5 ㎡ 2,500 296 74 370 370

ＥＶホール・廊下・各室等 【39】 無機質不燃クロス張り替え 15 100 577.4 ㎡ 1,600 924 231 1,155 1,155

事務室・待合ロビー・湯沸室等 【40】 コンクリートモルタル面　ＡＥＰ　塗替え 15 100 435.4 ㎡ 1,500 653 163 816 816

ＥＶホール・廊下・各室等 【41】 無機質不燃クロス張り替え 15 100 1,026.7 ㎡ 1,600 1,643 411 2,053 2,053

湯沸・機械室等 【42】 コンクリートモルタル面　ＡＥＰ　塗替え 15 100 80.9 ㎡ 1,500 121 30 152 152

ＥＶホール・廊下・各室等 【43】 無機質不燃クロス張り替え 15 100 1,104.4 ㎡ 1,600 1,767 442 2,209 2,209

湯沸室等 【44】 コンクリートモルタル面　ＡＥＰ　塗替え 15 100 31.2 ㎡ 1,500 47 12 59 59

屋内階段 【45】 無機質不燃クロス張り替え 15 100 309.2 ㎡ 1,600 495 124 618 618

男子便所・女子便所・多目的便所 【46】 化粧ケイカル板　ｔ6.0 15 100 229.8 ㎡ 1,500 345 86 431 431

２ 外 壁 改 修

修繕項目

１ 仮 設 工 事

３ 内 装 改 修
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計 画 年 度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

西 暦 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

令 和 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

築 年 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

仕様 周期 修繕率 数量 単位 単価 直工費 諸経費 合計金額

（年） （％） （円） （千円） （千円） （千円）

（天井）

機械室 【47】 グラスウール吸音板　ｔ50　張り替え 15 100 38.4 ㎡ 2,500 96 24 120 120

事務室・ホール・待合ロビー等 【48】 岩面吸音板　 t12 　部分補修 （全体の5％張り替え） 15 100 42.3 ㎡ 1,500 63 16 79 79

宿直室・介護認定審査室・階段等 【49】 不燃化粧ＰＢ　ｔ12.5　部分補修 (全体の10％張り替え) 15 100 16.4 ㎡ 1,500 25 6 31 31

廊下・宿直和室等 【50】 無機質不燃クロス張り替え 15 100 75.9 ㎡ 1,600 121 30 152 152

事務室・ホール・各室等 【51】 岩面吸音板　 t12 　部分補修 （全体の5％張り替え） 15 100 20.1 ㎡ 1,500 30 8 38 38

廊下・会議室211・印刷室等 【52】 不燃化粧ＰＢ　ｔ12.5　部分補修 (全体の10％張り替え) 15 100 15.4 ㎡ 1,500 23 6 29 29

農業委員会事務局 【53】 無機質不燃クロス張り替え 15 100 80.3 ㎡ 1,600 128 32 161 161

事務室総務・ホール等 【54】 岩面吸音板　 t12 　部分補修 （全体の5％張り替え） 15 100 10.0 ㎡ 1,500 15 4 19 19

廊下・会議室311・各室等 【55】 不燃化粧ＰＢ　ｔ12.5　部分補修 (全体の10％張り替え) 15 100 40.0 ㎡ 1,500 60 15 75 75

湯沸室 【56】 ケイカル面　ＶＰ塗り 15 100 18.6 ㎡ 1,200 22 6 28 28

男子便所・女子便所・多目的便所 【57】 不燃化粧ＰＢ　ｔ12.5　部分補修 (全体の10％張り替え) 15 100 9.5 ㎡ 1,500 14 4 18 18

小　計 22,173 5,543 27,717 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 27,717 0 0 0 0 0 0 0

Ⅰ ＥＶ屋根　防水更新 【58】 塩ビシート防水　かぶせ工法・機械固定 （平坦部・立上り部） 12 100 15.6 ㎡ 8,000 125 31 156 156 156

同上箇所 【59】 同上立上り金属笠木撤去・新設 12 100 11.7 ｍ 7,000 82 20 102 102 102

ＥＶホール屋根　防水更新 【60】 押えＣＯＮ　ウレタン塗膜防水 （平坦部、立上り防水更新・目地処理共） 24 100 24.6 ㎡ 8,000 197 49 246 246

建 ３ＦＬ屋根　防水更新 【61】 押えＣＯＮ　ウレタン塗膜防水 （平坦部、立上り防水更新・目地処理共） 24 100 62.6 ㎡ 8,000 501 125 626 626

屋根取合い・金物取合いシーリング 【62】 既存撤去の上、変性ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ 12 100 166.6 ｍ 1,000 167 42 208 208 208

屋根仕舞シーリング 【63】 既存撤去の上、変性ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ 12 100 80.0 ｍ 1,000 80 20 100 100 100

小　計 1,151 288 1,439 0 0 1,439 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 567 0 0 0 0 0

築

（外部）

鋼製建具 【64】 ｹﾚﾝ、錆び処理の上、ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗装 6 100 20.1 ㎡ 1,500 30 8 38 38 38 38 38

鋼板屋根 【65】 ｹﾚﾝ、錆び処理の上、フッソ樹脂塗装 12 100 475.0 ㎡ 3,500 1,663 416 2,078 2,078 2,078

竪樋・養生管 【66】 ｹﾚﾝ、錆び処理の上、ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗装 12 100 540.0 ｍ 1,500 810 203 1,013 1,013 1,013

（内部）

階段上裏 【67】 水性シリコン塗装（簡易足場共） 12 100 81.0 ㎡ 4,000 324 81 405 405 405

木建　スチール枠 【68】 糸＝200以下　ＳＯＰ塗 12 100 189.0 ｍ 800 151 38 189 189 189

額縁・開口枠　木部 【69】 糸＝200以下　ＳＯＰ塗 12 100 579.4 ｍ 800 464 116 579 579 579

鋼製建具　木製建具 【70】 ｹﾚﾝ、ＳＯＰ塗 12 100 205.8 ㎡ 1,200 247 62 309 309 309

階段手すり 【71】 ｹﾚﾝ、ＳＯＰ塗　Ｈ900、Ｈ1100 12 100 45.0 ｍ 2,000 90 23 113 113 113

小　計 3,778 945 4,723 0 0 3,128 0 0 0 0 0 1,632 0 0 0 0 0 3,128 0 0 0 0 1,632

鉄扉　付属金物交換 【72】 部品の交換 10 50 23 箇所 25,000 288 72 359 359 359

アルミ建具　付属金物交換 【73】 部品の交換 10 50 82 箇所 20,000 820 205 1,025 1,025 1,025

ステンレス製建具　付属金物交換 【74】 部品の交換 10 100 1 箇所 30,000 30 8 38 38 38

防煙垂れ壁 【75】 可動式開放装置の交換と調整、ガラスの取替え 10 100 1 式 1,500,000 1,500 375 1,875 1,875 1,875

トイレブース 【76】 金物交換 10 50 11 箇所 5,000 28 7 34 34 34

EV扉・枠 【77】 ダイノック化粧シート貼り 10 100 3 箇所 50,000 150 38 188 188 188

小　計 2,815 704 3,519 0 0 0 0 0 0 0 3,331 0 0 0 0 0 0 0 0 0 3,331 0 0

カーテン・ブラインド取替え 【78】 既存撤去新設 15 100 78 箇所 28,000 2,184 546 2,730 2,730 0

竪樋支持金物取替え 【79】 既存撤去・ＳＵＳ製新設 - 100 180 箇所 2,000 360 90 450 450 0

上部瓦葺屋根 【80】 全面詳細調査の上・部分補修 12 100 990 ㎡ 3,000 2,970 743 3,713 3,713 3,713 0

低部鋼板屋根 【81】 全面詳細調査の上・部分補修 12 100 475 ㎡ 4,500 2,138 534 2,672 2,672 2,672 0

低部鋼板屋根軒樋 【82】 既存撤去・同等品新設（付属金物共） - 100 140 ｍ 45,000 6,300 1,575 7,875 7,875 0

小　計 13,952 3,488 17,439 0 0 14,709 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,730 0 0 0 0 0 0 0

計 画 年 度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

西 暦
西
暦

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

令 和
令
和

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

築 年
築
年

38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

0 0 28,642 0 0 0 0 3,331 1,632 0 0 0 30,447 0 13,061 0 0 3,331 0 1,632

0 0 28,642 28,642 28,642 28,642 28,642 31,973 33,606 33,606 33,606 33,606 64,052 64,052 77,113 77,113 77,113 80,444 80,444 82,077

修繕項目

年 度 計 画 修 繕 費

３ 内 装 改 修

建 築 修 繕 費 累 計

５ 鉄 部 塗 装 改 修

７ そ の 他 工 事

４ 防 水 改 修

６ 建 具 改 修
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建築：第 2 庁舎長期修繕計画 

 

計 画 年 度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

西 暦 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

令 和 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

築 年 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

仕様 周期 修繕率 数量 単位 単価 直工費 諸経費 合計金額

（年） （％） （円） （千円） （千円） （千円）

　
　
　
　
　
　
　
　
Ⅰ
　
建
　
築

枠組み本足場 【1】 枠組足場（Ｗ600・900）一部単管足場・階段 落下養生・手摺り・下さん・荷上げ・運搬費共 12 100 2,307.0 ㎡ 2,000 4,614 1,154 5,768 5,768 5,768

養生シート 【2】 メッシュシート 12 100 2,307.0 ㎡ 200 461 115 577 577 577

鋼板屋根廻り 【3】 親綱・安全対策等 30 100 269.0 ㎡ 600 161 40 202 202 202

小　計 5,237 1,309 6,546 0 0 6,546 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6,546 0 0 0 0

外壁タイル 【4】 弱酸洗浄 12 100 780.0 ㎡ 700 546 137 683 683 683

〃 【5】 割れ・欠けタイルの張替え(全体の1％見込み) 12 100 7.8 ㎡ 1,000 8 2 10 10 10

〃 【6】 浮き部の樹脂注入工法(全体の5％見込み) 12 100 39.0 ㎡ 7,500 293 73 366 366 366

躯体補修（ひび割れ・欠損等） 【7】 Ｕカットシーリング・爆裂部処理等 12 100 15.0 ｍ 3,000 45 11 56 56 56

軒裏塗装 【8】 水和反応硬化型ｴﾏﾙｼｮﾝ塗装 12 100 32.5 ㎡ 1,200 39 10 49 49 49

コンクリート打放し面 【9】 フッソ樹脂クリアー塗装 12 100 172.3 ㎡ 3,000 517 129 646 646 646

吹付タイル面（屋上廻り等） 【10】 100 245.7 ㎡ 3,000 737 184 921 921 921

建具周りシーリング 【11】 既存撤去の上、変性ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ 12 100 1,066.0 ｍ 1,000 1,066 267 1,333 1,333 1,333

外壁目地シーリング 【12】 既存撤去の上、変性ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ 12 100 1,078.6 ｍ 1,000 1,079 270 1,348 1,348 1,348

小　計 4,329 1,082 5,411 0 0 5,411 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 5,411 0 0 0 0

（床）

Ⅰ ＥＶホール、駐車場出入口前 【13】 長尺塩ビシート張り替え 20 100 33.5 ㎡ 4,000 134 34 168 168 168

執務室・設計印刷室・相談室1,2・書庫2・会議室121 【14】 タイルカーペット張り替え 20 100 500.4 ㎡ 5,500 2,752 688 3,440 3,440 3,440

ＥＶホール・廊下・ロビー・湯沸室・会議室122・渡り廊下・閲覧室 【15】 長尺塩ビシート張り替え 20 100 302.1 ㎡ 4,000 1,208 302 1,511 1,511 1,511

建 相談室、書庫1 【16】 ビニル床タイル張り替え 20 100 38.9 ㎡ 6,000 233 58 292 292 292

執務室・応接室・市長室・副市長室・会議室221 【17】 タイルカーペット張り替え 20 100 694.2 ㎡ 5,500 3,818 955 4,773 4,773 4,773

ＥＶホール・廊下・ロビー・湯沸室・収納・渡り廊下 【18】 長尺塩ビシート張り替え 20 100 274.7 ㎡ 4,000 1,099 275 1,374 1,374 1,374

相談室、書庫1 【19】 ビニル床タイル張り替え 20 100 30.1 ㎡ 6,000 181 45 226 226 226

築 議場 【20】 カーペット張替え（フェルトｔ10） 20 100 172.5 ㎡ 9,500 1,639 410 2,048 2,048 2,048

傍聴席 【21】 タイルカーペット張り替え 20 100 36.3 ㎡ 5,500 200 50 250 250 250

防音傍聴席 【22】 長尺塩ビシート張り替え 20 100 4.0 ㎡ 4,000 16 4 20 20 20

スロープ 【23】 ノンスリップ長尺塩ビシート張り替え 20 100 13.1 ㎡ 4,000 52 13 66 66 66

議場・傍聴席・防音傍聴席・スロープ 【24】 段鼻ノンスリップ金物取替え 20 100 61.7 ｍ 3,000 185 46 231 231 231

ＥＶホール・廊下・渡り廊下・湯沸室・第2,3委員会室・談話室1,2 【25】 長尺塩ビシート張り替え 20 100 278.8 ㎡ 4,000 1,115 279 1,394 1,394 1,394

全員協議会室・議長室・副議長室 【26】 タイルカーペット張り替え 20 100 190.8 ㎡ 5,500 1,049 262 1,312 1,312 1,312

書庫・図書・会派室・議会事務局・倉庫・第1委員会室・閲覧室 【27】 ビニル床タイル張り替え 20 100 273.5 ㎡ 6,000 1,641 410 2,051 2,051 2,051

屋根裏書庫 【28】 長尺塩ビシート張り替え 20 100 245.1 ㎡ 4,000 980 245 1,226 1,226 1,226

屋内階段1,2 【29】 長尺塩ビシート張り替え 30 100 248.9 ㎡ 4,000 996 249 1,245 1,245 1,245

屋内階段1,2 【30】 段鼻ノンスリップ金物取替え 30 100 319.5 ｍ 3,000 959 240 1,198 1,198 1,198

視覚障害者用誘導床材 【31】 塩ビ300角張り替え 30 100 60.0 箇所 1,200 72 18 90 90 90

男子便所・女子便所・多目的便所 【32】 長尺塩ビシート張り替え 30 100 120.4 ㎡ 4,000 482 120 602 602 602

男子便所 【33】 汚垂石：御影石張り替え　Ｗ2700×Ｄ600 30 100 3.0 箇所 35,000 105 26 131 131 131

（巾木）

ＥＶホール 【34】 ソフト巾木張り替え 20 100 14.5 ｍ 1,000 15 4 18 18 18

ＥＶホール・廊下・屋内階段・各室等 【35】 ソフト巾木張り替え 20 100 374.4 ｍ 1,000 374 94 468 468 468

ＥＶホール・廊下・屋内階段・各室等 【36】 ソフト巾木張り替え 20 100 377.8 ｍ 1,000 378 94 472 472 472

市長室 【37】 木製巾木張り替え 20 100 27.6 ｍ 2,500 69 17 86 86 86

ＥＶホール・廊下・屋内階段・各室等 【38】 ソフト巾木張り替え 20 100 469.4 ｍ 1,000 469 117 587 587 587

議場・傍聴席 【39】 木製巾木張り替え 20 100 85.4 ｍ 2,500 214 53 267 267 267

屋根裏書庫 【40】 ソフト巾木張り替え 20 100 77.9 ｍ 1,700 132 33 166 166 166

男子便所・女子便所・多目的便所 【41】 ソフト巾木張り替え 20 100 130.0 ｍ 1,700 221 55 276 276 276

（壁）

駐車場・消化ポンプ室・倉庫1,2,3,4 【42】 ケイカル面　ＶＰ塗り 20 100 217.0 ㎡ 1,200 260 65 326 326 326

ＥＶホール 【43】 無機質不燃クロス張り替え（下地ボード面） 20 100 50.3 ㎡ 1,600 80 20 101 101 101

ＥＶホール・廊下・屋内階段1・各室等 【44】 無機質不燃クロス張り替え（下地ＣＯＮ面） 20 100 156.5 ㎡ 1,600 250 63 313 313 313

２ 外 壁 改 修

修繕項目

１ 仮 設 工 事

３ 内 装 改 修
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計 画 年 度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

西 暦 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

令 和 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

築 年 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

仕様 周期 修繕率 数量 単位 単価 直工費 諸経費 合計金額

（年） （％） （円） （千円） （千円） （千円）

0

ＥＶホール・廊下・屋内階段1・各室等 【45】 無機質不燃クロス張り替え（下地ボード面） 20 100 3,872.8 ㎡ 1,600 6,196 1,549 7,746 7,746 7,746

ＥＶホール・廊下・執務室・市長室・応接室・議場・傍聴席 【46】 メラミン不燃化粧板張り替え　t6 20 100 569.6 ㎡ 9,000 5,126 1,282 6,408 6,408 6,408

湯沸室 【47】 メラミン抗菌不燃化粧板張り替え　ｔ3 20 100 52.0 ㎡ 10,000 520 130 650 650 650

ＥＶホール・廊下・執務室・市長室・応接室・議場・傍聴席・各便所 【48】 見切縁（出隅・腰壁天端・巾木・端部） 20 100 350.2 ｍ 2,000 700 175 876 876 876

屋内階段2 【49】 複層塗材Ｅ　塗替え 20 100 180.0 ㎡ 2,000 360 90 450 450 450

空調機械室 【50】 グラスウール吸音板　ｔ50　張り替え 20 100 31.6 ㎡ 2,500 79 20 99 99 99

（天井） 0

駐車場・車路スロープ・消化ポンプ室 【51】 ケイカル面　ＶＰ塗り 20 100 126.0 ㎡ 1,200 151 38 189 189 189

駐車場 【52】 梁型巻付け耐火被覆　部分補修 （全体の3％張り替え） 20 100 79.4 ㎡ 2,500 199 50 248 248 248

ＥＶホール・廊下・屋内階段・多目的便所・各室等 【53】 不燃化粧ＰＢ　ｔ9.5　部分補修 (全体の3％張り替え) 20 100 28.6 ㎡ 1,300 37 9 46 46 46

ＥＶホール・廊下・男子便所・女子便所・各室等 【54】 岩面吸音板　ｔ9.5 t12 リブ付・スターダスト柄　部分補修（全体の3％張り替え） 20 100 61.0 ㎡ 2,500 153 38 191 191 191

議場・全員協議会室 【55】 無機質不燃クロス張り替え 20 100 213.0 ㎡ 1,600 341 85 426 426 426

空調機械室 【56】 グラスウール吸音板　ｔ50　張り替え 20 100 7.6 ㎡ 2,500 19 5 24 24 24

小　計 35,261 8,815 44,076 0 0 0 0 44,076 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 44,076

Ⅰ 4ＦＬ南東側屋根　防水更新 【57】 塩ビシート防水　かぶせ工法・機械固定 （平坦部・立上り部） 30 100 210.1 ㎡ 8,000 1,681 420 2,101 2,101 2,101

同上箇所 【58】 同上立上り水切り撤去・新設 30 100 45.3 ｍ 7,000 317 79 396 396 396

4ＦＬ北東側屋根（狭小部）　防水更新 【59】 塩ビシート防水　かぶせ工法・機械固定 （平坦部・立上り部） 12 100 47.9 ㎡ 8,000 383 96 479 479 479

建 同上箇所 【60】 同上立上り水切り撤去・新設 30 100 64.0 ｍ 7,000 448 112 560 560 560

4ＦＬ屋上機械置場　防水更新 【61】 塩ビシート防水　かぶせ工法・機械固定 （平坦部・立上り部） 12 100 194.7 ㎡ 8,000 1,558 389 1,947 1,947 1,947

同上箇所 【62】 同上立上り水切り撤去・新設 12 100 56.8 ｍ 7,000 398 99 497 497 497

渡り廊下屋根 【63】 塩ビシート防水　かぶせ工法・機械固定 （平坦部・立上り部） 12 100 10.8 ㎡ 5,330 58 14 72 72 72

築 同上箇所 【64】 同上立上り水切り撤去・新設 12 100 11.0 ｍ 7,000 77 19 96 96 96

設備基礎・架台 【65】 ウレタン塗膜防水 30 100 10.0 ㎡ 5,000 50 13 63 63 63

屋根取合い・金物取合いシーリング 【66】 既存撤去の上、変性ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ 12 100 320.5 ｍ 1,000 321 80 401 401 401

金属屋根仕舞シーリング 【67】 既存撤去の上、変性ｼﾘｺﾝｼｰﾘﾝｸﾞ 12 100 194.0 ｍ 1,000 194 49 243 243 243

消火水槽室　床・壁・天井 【68】 ウレタン塗膜防水 12 100 159.4 ㎡ 5,000 797 199 996 996 996

小　計 6,280 1,570 7,850 0 0 6,854 0 996 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 6,854 0 0 0 996

（外部）

鋼製建具 【69】 ｹﾚﾝ、錆び処理の上、ｱｸﾘﾙｼﾘｺﾝ樹脂塗装 12 100 20.1 ㎡ 1,500 30 8 38 38 38 38

鉄骨亜鉛メッキ面 【70】 ｹﾚﾝ、錆び処理の上、ＵＣ塗 6 100 80.9 ㎡ 2,500 202 51 253 253 253

鉄骨亜鉛メッキ面 【71】 ｹﾚﾝ、錆び処理の上、ＳＯＰ塗 6 100 8.4 ㎡ 3,000 25 6 32 32 32

鋼板屋根 【72】 ｹﾚﾝ、錆び処理の上、フッソ樹脂塗装 6 100 269.0 ㎡ 5,000 1,345 336 1,681 1,681 1,681

（内部）

額縁　木部 【73】 糸＝200以下　ＳＯＰ塗 6 100 614.2 ｍ 800 491 123 614 614 614

開口枠　木部 【74】 糸＝300以下　ＳＯＰ塗 12 100 28.8 ｍ 800 23 6 29 29 29

鉄骨階段・振止用鉄骨・鉄骨面 【75】 ｹﾚﾝ、錆び処理の上、ＳＯＰ塗 12 100 270.4 ㎡ 1,500 406 101 507 507 507

鋼製建具 【76】 ｹﾚﾝ、錆び処理の上、ＳＯＰ塗 6 100 265.7 ㎡ 1,500 399 100 498 498 498

鋼製建具　枠 【77】 糸＝200以下　ＳＯＰ塗 6 100 273.0 ｍ 800 218 55 273 273 273

木製建具　鋼建枠 【78】 糸＝200以下　ＳＯＰ塗 6 100 109.0 ｍ 800 87 22 109 109 109

3階議場　折上天井　化粧合板面 【79】 ＣＬ塗 12 100 67.3 ㎡ 1,500 101 25 126 126 126

階段木部　見切縁・見切枠 【80】 糸＝200以下　ＣＬ塗 6 100 76.2 ｍ 800 61 15 76 76 76

巾木木部　廻り縁・見切縁 【81】 糸＝200以下　ＯＳＣＬ塗 6 100 617.9 ｍ 1,000 618 154 772 772 772

柱型　コンクリート面 【82】 蛍光塗料塗 6 100 69.0 ㎡ 5,200 359 90 449 449 449

駐車場・消化ポンプ室・倉庫・空調機械室【83】 清掃の上、防塵塗床塗装 6 100 77.0 ㎡ 1,500 116 29 144 144 144

EV扉・枠 【84】 ｹﾚﾝ、錆び処理の上、速乾性ウレタン塗装 12 100 5.0 ｍ 30,000 150 38 188 188 188

小　計 4,631 1,158 5,789 0 0 2,003 0 3,785 0 0 0 38 0 0 0 0 0 2,003 0 0 0 0 3,785

修繕項目

３ 内 装 改 修

５ 鉄 部 塗 装 改 修

４ 防 水 改 修
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計 画 年 度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

西 暦 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

令 和 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

築 年 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

仕様 周期 修繕率 数量 単位 単価 直工費 諸経費 合計金額

（年） （％） （円） （千円） （千円） （千円）

鉄扉　付属金物交換 【85】 部品の交換 10 50 106 箇所 25,000 1,325 331 1,656 1,656 1,656

アルミ建具　付属金物交換 【86】 部品の交換 10 50 74 箇所 20,000 740 185 925 925 925

ステンレス製建具　付属金物交換 【87】 部品の交換 10 100 1 箇所 30,000 30 8 38 38 38

鋼製シャッター 【88】 駆動装置の交換と調整 10 100 1 箇所 50,000 50 13 63 63 63

トイレブース 【89】 金物交換 10 50 10 箇所 5,000 25 6 31 31 31

小　計 2,170 543 2,713 0 0 0 0 2,713 0 0 0 0 0 0 0 0 0 2,713 0 0 0 0 0

駐車場アスファルト補修 【90】 既設撤去の上、アスファルト舗装 30 100 263 ㎡ 9,450 2,485 621 3,107 263 263

スロープ・車路ライン補修 【91】 既存撤去の上、白線ライン溶着 15 100 60 ｍ 1,000 60 15 75 60 60

駐車場ライン補修 【92】 既存撤去の上、黄線ライン溶着 30 100 30 台 3,000 90 23 113 30 30

側溝補修 【93】 部分モルタル補修 30 50 76 ｍ 500 19 5 24 76 76

カーテン・ブラインド取替え 【94】 既存撤去新設 20 50 78 箇所 28,000 1,092 273 1,365 1,365 1,365

小　計 3,746 937 4,683 0 0 0 0 1,793 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1,365 0 0 0 0 428

計 画 年 度 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

西 暦
西
暦

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

令 和
令
和

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

築 年
築
年

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

0 0 20,815 0 53,363 0 0 0 38 0 0 0 0 0 6,081 18,811 0 0 0 49,286

0 0 20,815 20,815 74,178 74,178 74,178 74,178 74,216 74,216 74,216 74,216 74,216 74,216 80,296 99,108 99,108 99,108 99,108 148,394

修繕項目

年 度 計 画 修 繕 費

建 築 修 繕 費 累 計

７ そ の 他 工 事

６ 建 具 改 修
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設備：第 1 庁舎長期修繕計画 

 

 

設備：第 2 庁舎長期修繕計画：電気設備 

 

基準年 11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目 21年目 22年目 23年目 24年目 25年目 26年目 27年目 28年目 29年目 30年目

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年 2036年 2037年 2038年 2039年

更新

1600

更新

190

更新 更新

180 180

更新

150

更新 更新

3200 3200

更新 更新

1100 1100

更新

200

部品交換 部品交換

20 20

0 1120 180 0 0 3200 0 0 0 0 1800 20 0 0 180 340 1100 0 0 0 3200
万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円

電
気
・
空
調
・
給
排
水
衛
生
設
備

単位：万円）

1年

照明盤電気設備－２C

1年

15年 30年

C 12年

電気設備－１C

【年別予防保全費用】

15年

20年照明器具

第1庁舎
便所

15年

衛生器具

B 空調設備－2
第1庁舎
2018更新部以外

空調機器

1年 20年

25年

第1庁舎
2018更新部

1年 25年

1年

C 空調設備－3 換気機器第1庁舎

自動火災報知設備電気設備－３

1年

評
価

写真 ＮＯ．

C 電気設備－４

B 給排水衛生－１

電灯コンセント

修繕または更新機器 経過年数

C 空調設備－1 空調機器

5年

推奨更新
年数

場所

第1庁舎

第1庁舎
各階

第1庁舎

第1庁舎

基準年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年 2036年 2037年 2038年 2039年

更新

35

更新

12

更新

95

更新

330

更新

40

更新 更新

550 550

更新

90

更新

30

電気設備－１

電気設備－２B

11年

電
気
設
備

B 電気設備－７
第2庁舎3階
全員協議会室

照明器具

11年 20年

20年11年

照明器具電気設備－３B 20年

電気設備－５ 照明器具

11年

20年

20年

単位：万円）

11年

照明器具

照明器具

12年

評
価

写真 ＮＯ．

B 電気設備－４ 照明器具

11年

修繕または更新機器 経過年数

A 電気設備－６ 議場設備　機器収納架

11年

B

B 電気設備－８ 照明器具
第2庁舎3階
会派室

推奨更新
年数

場所

第2庁舎3階
議長室、副議長
室
第2庁舎3階
談話室1、談話室
2
第2庁舎3階
第1～第3委員会
室

第2庁舎3階
議場

第2庁舎3階
議会事務局

11年 20年

第2庁舎3階
議場傍聴室前
スロープ

20年B
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設備：第 2 庁舎長期修繕計画：空調換気設備 

 

基準年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年 2036年 2037年 2038年 2039年

更新

32

更新

40

更新

53

更新

320

更新

65

更新 更新

180 180

更新

340

更新

18

更新

33

更新

18

更新

150

電池交換 更新 電池交換

25 185 25

電池交換 更新 電池交換

35 130 35

電池交換 更新 電池交換

27 110 27

87 180 550 0 0 0 0 0 245 1,310 571 0 0 180 550 87 0 0 0 0 0
万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円

B 電気設備－１１

11年

11年

11年

11年

電
気
設
備

11年 12年
第2庁舎2階
執務室

20年

20年
第2庁舎1階
WC
（男女、多目

20年

照明器具

第2庁舎2階
応接室

B 電気設備－１３ 照明器具

第2庁舎1階
執務室、廊下、
EVホール

B 電気設備－１６

副監視盤（非常放送設備）

11年

20年

単位：万円）

電気設備－１４A

20年

第2庁舎3階
議会事務局

電気設備－１２B

第2庁舎2階
市長室

第2庁舎2階
副市長室、
第2応接室

照明器具

20年

B 電気設備－２０ 階段通路誘導灯

第2庁舎B1階
駐車場、倉庫、
EVホール

第2庁舎
階段

20年11年

B 電気設備－１８ 照明器具 11年 20年
第2庁舎1階
設計・印刷室

B 電気設備－１７ 照明器具 11年

B 電気設備－１５ 照明器具

11年照明器具
第2庁舎1階
書庫1,2

B 電気設備－１９ 照明器具

評
価

写真 ＮＯ．

B 電気設備－１０

修繕または更新機器 経過年数

11年B 電気設備－９ 照明器具

推奨更新
年数

場所

B 電気設備－２１
第2庁舎
共通

誘導灯 11年 20年

照明器具

20年

11年 20年

第2庁舎2階
執務室、廊下、
EVホール

20年

【年別予防保全費用】

B 電気設備－２２
第2庁舎
共通

非常照明 11年 20年

基準年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年 2036年 2037年 2038年 2039年

更新

150

更新

150

空
調
換
気
設
備

評
価

写真 ＮＯ． 場所 修繕または更新機器 経過年数
推奨更新

年数

単位：万円）

A 空調換気設備－１４
第2庁舎1階
ﾌﾛｱｰ

ﾋﾞﾙﾏﾙﾁｴｱｺﾝ　室内機 11年 15年

A 空調換気設備－１６
第2庁舎2階
ﾌﾛｱｰ

ﾋﾞﾙﾏﾙﾁｴｱｺﾝ　室内機 11年 15年

B 空調換気設備－１５
第2庁舎1階
ﾌﾛｱｰ

換気機器 11年 20年

B 空調換気設備－１７
第2庁舎2階
ﾌﾛｱｰ

換気機器 11年 20年
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設備：第 2 庁舎長期修繕計画：給排水衛生設備 

 

 

基準年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年 2036年 2037年 2038年 2039年

更新

150

0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 150 150 0 0 0 0 0 0 0 0 0
万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円

空
調
換
気
設
備

評
価

写真 ＮＯ． 場所 修繕または更新機器 経過年数
推奨更新

年数

単位：万円）

A 空調換気設備－１８
第2庁舎3階
ﾌﾛｱｰ

ﾋﾞﾙﾏﾙﾁｴｱｺﾝ　室内機 11年 15年

B 空調換気設備－２０
第2庁舎3階
ﾌﾛｱｰ

換気機器 11年 20年

A 空調換気設備－１９
第2庁舎3階
議場・空調機械
室

ﾊﾟｯｹｰｼﾞｴｱｺﾝ　室内機 11年 15年

【年別予防保全費用】

基準年 1年目 2年目 3年目 4年目 5年目 6年目 7年目 8年目 9年目 10年目 11年目 12年目 13年目 14年目 15年目 16年目 17年目 18年目 19年目 20年目

2019年 2020年 2021年 2022年 2023年 2024年 2025年 2026年 2027年 2028年 2029年 2030年 2031年 2032年 2033年 2034年 2035年 2036年 2037年 2038年 2039年

補修 更新

60 550

更新

80

更新

170

部品交換

20

更新 更新 更新

20 20 20

部品交換

20

更新 更新 更新

20 20 20

部品交換

20

更新 更新 更新

20 20 20

120 0 0 0 0 0 20 20 20 250 60 0 0 0 550 0 0 0 0 0 60
万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円 万円

評
価

写真 ＮＯ． 場所 修繕または更新機器 経過年数
推奨更新

年数

単位：万円）

20年

B 給排水衛生設備－４
第2庁舎1階
便所

衛生器具 11年 30年

25年

B 給排水衛生設備－２
第2庁舎1階
機械室

加圧給水ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 11年 20年

S 給排水衛生設備－１
第2庁舎2階
屋外

受水槽（FRP) 11年

B 給排水衛生設備－３
第2庁舎地下
消火ポンプ室

消火ﾎﾟﾝﾌﾟﾕﾆｯﾄ 11年

30年

A 給排水衛生設備－５
第2庁舎1階
湯沸室

水栓・台下電気温水器 11年 10年

B 給排水衛生設備－２６
第2庁舎屋外
南東通用口

排水桝 11年 20年

A 給排水衛生設備－７
第2庁舎2階
湯沸室

水栓・台下電気温水器 11年 10年

B 給排水衛生設備－６
第2庁舎2階
便所

衛生器具 11年

20年

【年別予防保全費用】

給
排
水
衛
生
設
備

B 給排水衛生設備－２７
第2庁舎屋外
東玄関植込

排水桝 11年

B 給排水衛生設備－８
第2庁舎3階
便所

衛生器具 11年 30年

A 給排水衛生設備－９

B 給排水衛生設備－２５
第2庁舎屋外
南東通用口

排水桝 11年 20年

第2庁舎3階
湯沸室

水栓・台下電気温水器 11年 10年

B 給排水衛生設備－２４
第2庁舎屋外
市道3号線歩道

排水桝 11年 20年
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別紙２ 

建築：第 1 庁舎長期修繕計画 費用グラフ 

 

 

築年 38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57

令和 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

西暦 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

年度別計画修繕費 0 0 28,642 0 0 0 0 3,331 1,632 0 0 0 30,447 0 13,061 0 0 3,331 0 1,632

建築修繕費累計 0 0 28,642 28,642 28,642 28,642 28,642 31,973 33,606 33,606 33,606 33,606 64,052 64,052 77,113 77,113 77,113 80,444 80,444 82,077

0 0 

28,642 

0 0 0 0 

3,331 

1,632 

0 0 0 

30,447 

0 

13,061 

0 0 

3,331 

0 

1,632 

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

70,000

80,000

90,000

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000

第1回目外装・防水他修繕工事

内装修繕

各
年
度
修
繕
工
事
金
額

単
位

（
千
円
）

修
繕
工
事
金
額
累
計

単
位
（
千
円
）

建具修繕

外部鉄部塗装

第2回目外装・防水他修繕工事

建具修繕

内部鉄部塗装



- 20 - 

 

建築：第２庁舎長期修繕計画 費用グラフ 

 

築年 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

令和 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20

西暦 2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038

年度別計画修繕費 0 0 20,815 0 53,363 0 0 0 38 0 0 0 0 0 6,081 18,811 0 0 0 49,286

建築修繕費累計 0 0 20,815 20,815 74,178 74,178 74,178 74,178 74,216 74,216 74,216 74,216 74,216 74,216 80,296 99,108 99,108 99,108 99,108 148,394

0 0 

20,815 

0 

53,363 

0 0 0 38 0 0 0 0 0 

6,081 

18,811 

0 0 0 

49,286 

0

20,000

40,000

60,000

80,000

100,000

120,000

140,000

160,000

0

10,000

20,000

30,000

40,000

50,000

60,000

第1回目外装・防水他修繕工事

内装修繕
各
年
度
修
繕
工
事
金
額

単
位

（
千
円
）

修
繕
工
事
金
額
累
計

単
位
（
千
円
）

建具修繕

外部鉄部塗装

第2回目外装・防水他修繕工事

建具修繕

内部鉄部塗装

外部鉄部塗装

内部鉄部塗装

内装修繕
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設備：第 1 庁舎長期修繕計画 費用グラフ 

 

 

 

 

 

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31 32

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2038

電気設備 87 180 550 0 0 0 0 0 245 1310 571 0 0 180 550 87 0 0 0 0 0

空調換気設備 0 0 0 0 0 0 0 0 0 150 150 150 0 0 0 0 0 0 0 0 0

給排水衛生設備 120 0 0 0 0 0 20 20 20 250 60 0 0 0 550 0 0 0 0 0 60

建築修繕費累計 207 387 937 937 937 937 957 977 1,242 2,952 3,733 3,883 3,883 4,063 5,163 5,250 5,250 5,250 5,250 5,250 5,310

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

誘導灯電池交換

受水槽補修・温水器更新

西 暦

令 和

築 暦

温水器更新

各
年
度
修
繕
工
事
金
額 

単
位 

（
万
円
） 

建
築
修
繕
費
累
計
金
額 

単
位 

（万
円
） 



- 22 - 

 

設備：第２庁舎長期修繕計画 費用グラフ 

 

 

 

 

38 39 40 41 42 43 44 45 46 47 48 49 50 51 52 53 54 55 56 57 57

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21

2019 2020 2021 2022 2023 2024 2025 2026 2027 2028 2029 2030 2031 2032 2033 2034 2035 2036 2037 2038 2038

電気設備 180 1600 180 340

空調換気設備 1100 3200 200 1100 3200

給排水衛生設備 20 20

建築修繕費累計 0 1,120 1,300 1,300 1,300 4,500 4,500 4,500 4,500 4,500 6,300 6,320 6,320 6,320 6,500 6,840 7,940 7,940 7,940 7,940 11,140

0

2,000

4,000

6,000

8,000

10,000

12,000

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

空調更新・部品交換 空調更新

自火報更新

照明盤更新更新

電灯ｺﾝｾﾝﾄ更新

自火報更新

西 暦

令 和

築 暦

空調更新 空調更新

各
年
度
修
繕
工
事
金
額 

単
位 

（万
円
） 

建
築
修
繕
費
累
計
金
額 

単
位 

（万
円
） 


